平成２６年度第２回八尾市生涯学習センター学習プラザ運営審議会
日時：平成２７年３月１０日（火）　午前１０時００分から
場所：八尾市生涯学習センター学習プラザ４階 大研修室
出席委員（名簿順）

植野委員、小林委員、西寺委員、村尾委員、大西委員、中西委員、高橋委員
欠席委員

久委員、西村委員、正田委員、堀委員

事務局（八尾市教育委員会）

浦上教育長、伊藤教育次長兼生涯学習部長、杉島生涯学習スポーツ課長、奥保生涯学習スポーツ課長補佐
指定管理者（（公財）八尾市文化振興事業団）
　木村業務執行理事兼事務局長兼生涯学習センター長、川邊学習プラザ事業班リーダー、柏原学習プラザ事業班リーダー、日吉学習プラザ事業班チーフ

（次第）

１　開会

２　委員長、副委員長の選出
３　教育長挨拶

４　案　件

　　　　（１）委員長・副委員長の選出について
　　　　（２）平成２７年度八尾市生涯学習センター学習プラザ事業計画について
　　　　（３）生涯学習・スポーツ振興計画について
　　　　（４）その他
５　閉会
（会議要旨）

１　開会

２　委員紹介

　　(略)

３　教育長挨拶

　　(略)

４　案　件

（１）委員長・副委員長の選出について
　

（２）平成２７年度八尾市生涯学習センター学習プラザ事業計画について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・資料１、資料２

〇指定管理者

(資料に基づき説明)　 
〇委員　
今回の計画を見て、２６年度で好評であったものや課題のあったものを精査して２６年度で廃止したもの、それから新しく２７年度に実施しようとするものをわかりやすく具体的に挙げていただければ考えやすいというふうに思います。
この運営審議会で出た問題についてどのように配慮していただいたか、またどのように生かしていただいているかをお答え願えますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇指定管理者

まず平成２６年度から新しく指定管理期間が始まってございます。それで、この５年間は指定講座という形で、５０講座、１００回以上を市から義務づけられております。
それからもう１つ、２階のウェルネスですね、健康づくりに寄与する、これについては従来は指定管理者の業務から外れておりましたけれど、２６年度から指定管理者みずから行うことになっております。

２７年度の事業計画の策定に当たりましては、２６年度当初から市の職員も参画していただいた企画会議を設置いたしまして、この１年間で１５回開催させていただいております。この企画会議の中で、この審議会を初め色々なところから寄せられている課題を整理いたしまして、順次市とも協議を進めながら２７年度の事業計画をつくってきたところでございます。
　また、講座関係で２６年度で実施、廃止したということにつきましては、指定講座関係で
９講座を打ち切らせていただいております。それから自主講座につきましても、ギター・ウ
クレレ講座を廃止させていただいております。それから新規につきましては、特に指定講座
について重点的に協議をさせていただきまして、先ほど説明いたしました８つの講座を２７
年度に開催させていただくことになっております。
　それから皆さんの御要望をどのようにこの計画に取り入れているかということでございま
すが、これにつきましては平成２６年度から立ち上げました企画会議で意見を収集させてい
ただいております。特にこの運営審議会から就労につながる講座ということで御提言もいた
だいております。それから地域課題、現代的課題に関する講座ということで、就労につきま
しては、２７年度からは就労支援のためのパソコン講座、これは障がい者の方々も含めて視
野に入れております。それから女性の再就職のための支援講座としてのパソコン講座等も検

討させて、実施予定させていただいているというところでございます。
　それから地域課題につきましては、２６年度から出前講座という形で「怒らない・怒鳴ら
ない子育て！コモンセンスペアレンティング」という子育て支援の講座を各コミセンで開催
させていただく予定でございます。これにつきましては、平成２６年度は既に曙川コミセン、それから大正コミセンで実施済みでございますし、３月２６日には南高安のコミセンでも実施の予定をさせていただいております。残り７館、緑ヶ丘コミセンも含めまして７館については、平成２７年度で３館、２８年度で４館での実施をしております。このようにコミセンとの連携を図りながら地域課題の解決に努めてまいる所存でございます。
　また、市との連携、あるいはウェルネスが始まりましたので保健センターと連携しながら
２階のスタジオ等を活用した健康づくりの講座をさせていただいております。
また、生涯学習に関する相談業務の強化を図りたいということでございまして、これは昨年の９月から第３日曜日を生涯学習の相談の日と定めまして、市政だより等で広報して相談活動を強化して市民のニーズの把握に努めているというところでございますので、よろしくお願いいたします。以上でございます。

〇委員
ありがとうございました。講座の改廃につきましても慎重に審議していただいて、また１５回の企画会議まで開いていただいて、またこの審議会で出た意見も尊重していただいて努力していただいたということはよくわかりました。
〇事務局

先ほど委員長から地域課題に対する市の認識というような点で御質問があったかと思います。我々は平成２６年度からこの生涯学習センターの指定管理を募集するに当たりまして、資料の３ページから４ページに掲げておりますａからｔの区分を社会的要請の高い現代的課題に関する講座ということで位置づけまして取り組みを指定管理者にお願いしております。同様のものを各地域のコミュニティセンターで実施していただいております地区生涯学習推進事業においても年間最低１回は実施してくださいということでお願いし、平成２６年度より健康、防災、金融・経済に関することなど、それぞれ各地域の実情に応じた形でテーマを設定して実施いただいております。
それから先ほど指定管理者から話もありました企画会議の中におきましても、市の施策推進の動向を企画会議におきまして情報共有いたしまして、平成２７年度の事業計画の策定に取り組んだというようなところでございます。以上でございます。
（３）生涯学習・スポーツ振興計画について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・資料３、資料４
〇事務局

(資料に基づき説明)

〇委員
大きくは八尾市の生涯学習スポーツ振興計画を改定するに当たって、こういう視点も大事だという意見があれば、忌憚のない意見をお伺いしたいと思います。
〇委員

食育と健康と防災・防犯に取り組まれていくというふうにお伺いしました。子育て世代の真っただ中なのですごく興味があり、非常に楽しみな方向であるなと思っています。

私個人的に近々子ども専用の救命救急講座を開講しようと思っていまして、募集をかけているのですが、すごく母親世代に人気です。救命講座は各所でやっていたりするんですけど、成人向けが多いです。私も参加するのですが、成人に対しての救命の自信はつくのですが、子どもの救命について実際に学べる機会は少ないです。成人であれば両手でしないといけないところは、年齢に応じて片手であるとか、その力加減であるとか、子どもの年齢によってもやり方が変わってきてしまうので、定期的にそういった子ども専用の救命講座があると助かるなと思います。
また、八尾市には救急車が６台しかなくて、実際に到着するまでに６分は必ずかかってしまいます。６台全部出払っている場合は大阪市から借りるので、平均１０分ぐらいかかってしまいます。そのときに子どもの心肺が停止した場合、心肺蘇生をしないと死亡率がだんだん上がってしまうと聞きまして、そばにいる母親として何ができるかというと救命講座の知識を得ることなのですけど、実際に子ども専用で教えてくれる場所が今のところ私が探した中では皆無といっても過言ではないので、そういった子どもを救うような救命講座を定期的にしていただけるとありがたいなと思います。よろしくお願いいたします。
〇委員
今回２７年度計画を見させていただいて、本当に内容がすごく細かく書かれていて、本当に子育て世代、そして母親だけじゃなくて父親も参画されるような、小学校、中学校の子ども向けの講座についてもすごく充実感を覚えます。ただやはりもっと子どもと大人のかかわりを広げる方法は何かないかなと思います。子どもだけの講座だと、保護者はどうしても子どもだけに行っておいでというふうになるので、もっとフラットな講座で親も子も本当に一緒になった時間帯を持てた講座をできないかなというふうに思っています。
〇委員

本当にこのごろ子ども会の加入率が減ってきています。２年前に宮城県に行かせていただきまして、その中でいろんな意見交換した中で、やはりジュニア、中学生・高校生を中心に活動を進めていかないといけないということで、来年度ジュニアリーダーの養成を行う予定です。子どもと親を巻き込んだ講座を考えていきたいのですが、なかなか募集をかけても実際に集まってこないというのが現状です。集団から個人の行動になってきたのが現実かなといろいろと行事をさせていただいていて感じることなのですけども、それがやっぱり積み重なってきて子ども会の加入の減少になってきたという原因もあると思います。やはりジュニアの子を中心に広めていくような講座があればいいんですが、中学生になると、塾・クラブが忙しくて参加というのは難しいと思います。

子ども向けの救命も本当に大人向けじゃなくて子どもも一緒に参加してという形なら、ちょっとお声がけすると集まってもらえるかなと思います。先日、大正コミセンのオープニングイベントのときにコモンセンスペアレンティングとベビーマッサージは本当に好評でコモンセンスペアレンティングの方は祖父母もお見えでした。やはりこれから孫育て、孫を見ていく中から、もう一度１から勉強したいと言って、参加された方がいらっしゃいました。講座も年齢層も広げて講座されると広がっていくかなと思いました。
〇委員

最近、御家庭の事情もありまして父子家庭が多くなってきております。よく相談事例に入っているんですけど、父子家庭のお子様が、学校で服が汚いとかそういったことでいじめられるといって祖父母の方が電話してこられています。そういうところからパパの子育て応援講座、お父様もお仕事を持っておられますので、そうそう簡単に講座に参加できないと思うんですけど、お父様を中心にした講座をもう少し多く開いていただけたらなと思っております。
それとともに学校教育、これ新年度が始まります４月からの転校という形が多くなってきましたら、そのことでまた先日の事件のように、いじめが発生すると思いますので、何とぞよろしくお願いしたいと思っております。以上でございます。
〇委員
実際、地域での子どもたちの組織化というのはだんだん子ども会も含めて崩れているのは確かです。その分ＰＴＡ活動とか学校にいろいろと課題があると思っています。先ほどから出ていますように、子育ての中で今抱えておられるのはいじめ等に対しては、低学年からの学校教育において、規範意識とか基本的生活習慣等に力を学校が注ぎながら子どもたちが健全に学習できるようにしています。ここに書いてありますように、子どもたちにかかわる講座がかなり広く取り上げていただいていますが、何よりも若い子育て世代のお母さんからもいろいろとお話が聞けます。そういったところをよく酌んでいただいているなということを感心しながら見させていただいています。
さらに最近、ここにありますように新しい講座として英語とか、今子どもたちあるいは学校教育に求められていることをかなり含めていただいていまして非常に学校としても期待しています。あとは広報の方法だと私は思っています。実際私はここでこんなにたくさん講座を開いていただいていることに感心いたしまして、今年度も第１回のこの会議を終えてからこういう講座があることをＰＴＡの中でも紹介しているんですけど、やはりこれだけされていることをもっと我々だけでなくて広く八尾市民の方にどのように伝えていくかということで学校としても応援・協力していきたいと思っています。
〇委員

中学校に勤務していますけれども、ちょうど卒業式が１２日にあります。本日は送る会の練習をやっています。そういうメリハリをしっかりとやっていかないといけない時期で、義務教育を終える最後に何を教えたら良いかと、いつもこういう時期で体験させるのが特に母校を大事にしようと、自分の学んできたところ、これを大事にしようと。もっといえばふるさと、地域もそうなんですけども、八尾市というのを自覚させたいなと思っております。
ちょっと話がずれるかわかりませんけれども、２０２０年に東京オリンピックがあります。代表選手が八尾市から出てほしいなと、私は決まったときに感じました。時間はその当時７年ぐらいあったのですけども、あと５年しかないです。今各市が取り組んでいる中で私が印象的だと思っているのがまちの活性化をスポーツでというものです。例えば枚方なんかはマラソンを契機に頑張っておられる、あるいはスポーツ選手を通してまちを活性化する、あるいは子どもあるいは大人、あるいは家族でスポーツに参加しながらそこの地域の意識づけを行っていく。
八尾でマラソン、私が知っている範囲では大々的にはないかなと思うんですけれども、そのようなに、特に隣の東大阪であればワールドカップに向けてラグビーをいろんな部分で売り出しておられる。ラグビーであれば神戸も会場となっていく。八尾も子どもらにオリンピックに向けてというようなことを考えているんですけれども、そういうことが何か参考になればなというようなつもりで今お話ししました。我々は学校の体育あるいはスポーツを通してやっていく、あるいは市であれば市民の地域スポーツであったり市民のスポーツであったり、そういう角度からふるさと八尾の、あるいは母校と私が言いましたが、子どもづくり、人づくりをしていけたらなというのが私の思いであって、お話しさせていただきました。ありがとうございます。

〇委員

先ほどお話に出ましたけど、私はすごくコモンセンスペアレンティングが好きで積極的に参加させていただいておりまして、友人たちを誘って、すごくママ友達も興味を持って参加したいと言ってくれているんですけど、なかなか情報にたどり着くことが難しいです。というのも、市政だよりとウェブページとあと館内に置かれているチラシと、ちょっと情報が統一していなかったり、今挙げましたコモンセンスペアレンティングについてウェブページでしたら期限切れのものが載っていたりしていて、なかなか情報が統一できていないので、コモンセンスペアレンティングの３回講座を探そうというふうに目的意識を持って検索しても出てこないです。ですので、もうちょっとウェブページの構成、前回も申し上げましたけど、中期とか後期などで分類されていますけども、そうではなくて子ども講座であるとか大人講座であるとか、もうちょっと一般市民にわかりやすいようなカテゴライズをしていただいて、お手間かとは思いますけど、市政だよりとウェブページとチラシとの情報を統一していただけると拝見する側からすると情報も得られやすいのかなと思います。せっかくすばらしい講座を今回御用意していただいて、資料を見て育児世代としては非常に興味深い講座が多くて、２６年の審議会のお話出ました就労支援講座は反映していただいてすごく喜ばしく思っているんですけども、実際にターゲットに届かないことにはもったいないので情報を統一してぜひ広報していただけたらと思います。よろしくお願いいたします。
〇指定管理者

先ほどの御意見が出たことについて総括的に指定管理者としての考え方を答弁させていただきたいと思います。

まず子ども関係につきましては、総括表の４ページのところを見ていただいたらよくわかるんですけれど、我々としても生涯学習事業ですから、子どもから高齢者までを対象にした講座、事業を実施していくのは当然でございます。特にお子さんにつきましては、一定の年齢、具体的にいうと小学生・中学生を対象にした講座を夏休み、それから冬休み、春休みを念頭に置きながら集中的にこの期間中に子どもを対象にした講座を実施させていただいております。これについては、親子で参加していただけるということはもちろんのことでございます。それから講師の選定に当たりましては講座の修了者とか高齢者等、世代間の交流も図れるような講師の選定に努めているところでございます。
それから防災の件でございますけれど、なかなか我々も指定管理者ということで今年度はＡＥＤを職員がまず体得しなければならないということで職員を対象にした講習会をさせていただいております。それからあと毎年１２月に保健センターで健康・福祉・医療展があるんですけれど、こちらは大体親子で参加されていまして、医師会のほうで毎年ＡＥＤ等の講習会も実施されております。それらを参考にして我々も何とかできることがあれば考えてみたいと思っております。
今年度は２月１５日、２２日の日曜日に国の専門官を招いた防災講座を特別に開講させていただいております。ただ、残念ながら予定していた参加者よりも若干少なくて、この辺がどのように市民に認知していただくか、あるいは先ほど委員から出ましたように情報の提供ということに工夫をしていきたいなと思っております。最後に、以前にもホームページのあり方について御意見をいただいておりまして、内部で検討するように指示を出させていただいておりますけれど、様々な方からの御要望等もございますので、それらも含めながらどこまで対応できるか検討していきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

〇事務局

委員よりいろいろと御意見いただきまして、その中で大変うれしく思っておりますのは、
これまでのこの審議会等でいただいた御意見等を踏まえて２７年度の事業を組んでいるというような御意見をおっしゃっていただいたことが大変うれしく思っております。この件に関しましては、先ほど指定管理者からも御説明させていただきましたように、市としましてもやはり指定管理者にいろいろな役割を求めている以上、全てを任すということではなく、やはり一緒に変えていかなければならない、一緒に取り組んでいかなければならないという気持ちを持っておりますので、これからも引き続き指定管理者と連携しながら事業の見直し等に取り組んでいきたいと考えております。その中で何点かいただいた御意見に対して私の方からお返しをさせていただきたいと思っております。
まず子ども専用の救急救命、これにつきましては指定管理者から医師会というお話もありましたけども、我々市としましても消防に相談等させていただいて、こちらの生涯学習センターもそうですし、先ほどから出ている市内にありますコミュニティセンター、あと我々が持っている指定管理施設であるくらし学習館等と相談しながら、何か取り組みができるような形で検討させていただきたいと思いますのでお願いいたします。　　　　　　　
それとお父さんと子どもさんともう少し時間を持てるような何か講座というお話、これまでもいただいておりますけども、これにつきましては、講座の開催の曜日、やっぱり土日お休みの方も多いと思われますので、その辺を使った講座等が開催できないか等を今後指定管理者とも協議はしていきたいというふうに思っております。
あと広報の方法、これにつきましては、これまで市政だより、ホームページ等を中心に広報しております。それ以外には各スポーツ施設や市の施設にもチラシを置かせていただいたりという形もしております。最近では、例えばつどいというＮＰＯ法人の団体がございます。そちらですと、駅とか銀行等の窓口に、つどいさんの活動を月ごとにまとめられた報告書みたいなものを配架しておられるんですけども、その中にチラシを挟んでいただくことができるということもわかりましたので、今後そういう部分も活用しながらよりいろいろな方に情報が伝わるような広報の仕方を考えていきたいと思っております。
それと委員からスポーツ関係の御意見をいただきました。八尾市も大阪マラソンのような大きな大会ができればいいのですが、マラソンをしようと思えばやはりそれなりの施設が整っている必要があります。八尾市も久宝寺緑地を使いまして１０キロを最高としたマラソン大会を開いているのですけども、なかなか周知ができていない部分もございますので、その辺につきましては今後も頑張っていきたいと思っております。それと子どもさん、中学生の子どもさんが２０２０年の東京オリンピック等に出場できるような働きかけという部分のような御意見もございました。その辺につきましては、八尾市ではがんばる八尾っ子応援基金というのを創出しまして、クラブ活動でありますとか、あとはプライベートで空手であるとか水泳であるとかそういうものを習っている子どもさんで、大阪一や日本一になられたような子どもさんに対して、基金より若干の賞金をお出しするなり表彰するというような形の制度も創設しておりまして、その辺の部分でそういう頑張っている子どもさんの応援等はさせていただいているところでございます。それにつきましては、市政だより等にも年間何回か掲載させていただいておりますので、またご覧いただければと思っております。
その他といたしまして社会体育の部分で言いますと、これまで市民を対象とした大会等が中心でありましたけども、今後やはり一流のスポーツを見ていただく機会というのも八尾市として取り組んでいきたいと思っておりまして、今年度につきましても２月１１日に総合体育館でハンドボールの日本リーグを開催させていただきました。また、昨年の３月にはバスケットボールの日本リーグの女子大会を開催いたしました。２７年度はまだ企画段階ですけども、バスケットボールのＢＪリーグの開催等も指定管理者が中心となってですけども、そういう市民の皆さんに一流のプレイを見ていただく機会の創出に努めておりますので、今後も八尾市で取り組めることに関しましては積極的に取り組んでいきたいと思っております。

最後に、２月２８日に障がい者の車椅子バスケットの親善交流大会をやりました。これにつきましてもやはり健常者のスポーツだけではなくて、障がい者と健常者が交流できるような機会の創出というのも必要だと考えております。あとは小学生の縄跳び名人検定、これは小学生の体力向上等を目的としたイベントです。これにつきましても、他市からお越しいただいている教育関係の方からの御意見としては、八尾市の縄跳びは大変レベルが高いと、しっかり頑張っているというようなお言葉をいただいたりもしておりますので、そういう八尾市として取り組めるような中身につきましては今後も積極的に取り組んでいきたいと思います。また委員の皆様からお気づきになられた点等がございましたら御意見いただきましたら我々も前向きに考えていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。
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